
　
九
州
熊
本
県
を
は
じ
め
岐
阜
・
長
野
そ
し
て
島
根
と
各
地
で
豪
雨
災
害
の

被
害
が
報
告
。
長
引
く
梅
雨
前
線
は
、「
無
常
の
こ
と
わ
り
」
と
い
え
ど
も
、

大
勢
の
い
の
ち
・
財
産
を
奪
い
路
頭
に
立
た
し
め
て
い
る
。
梅
雨
が
明
け
れ

ば
台
風
の
心
配
が
す
ぐ
待
っ
て
い
る
。
今
や
日
本
列
島
い
や
世
界
中
が
コ
ロ

ナ
禍
と
と
も
に
「
い
の
ち
」
へ
の
危
機
に
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
。
近
年
気

象
庁
は
、
大
雨
警
報
の
際
に
「
あ
な
た
の
い
の
ち
を
護
る
た
め
に
、
早
め
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
し
き
り
に
警
告
す
る
。

　
先
日
実
に
３
ヶ
月
ぶ
り
に
自
坊
長
崎
に
帰
っ
た
。
大
阪
か
ら
来
た
と
い
う

だ
け
で
「
コ
ロ
ナ
を
も
っ
て
こ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
ね
ぇ
」
と
言
わ
れ
た
。
冗

談
と
は
思
え
な
い
様
子
に
内
心
不
快
感
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
夏
の
法
要

（
作さ
く
あ
が上
り
法
要
）・
総
代
会
総
会
・
講
頭
（
世
話
方
）
会
総
会
・
白
道
会
総
会
・

婦
人
会
等
な
ど
毎
日
法
縁
・
諸
会
議
に
追
わ
れ
た
。
白
道
会
に
来
ら
れ
た
あ

る
壮
年
が
「
そ
も
そ
も
白
道
会
の
名
の
由
来
は
何
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
前

住
職
の
時
代
、
お
寺
の
仏
青
の
盛
ん
な
頃
、「
白
道
会
」
と
称
し
て
青
年
層

の
男
女
が
よ
く
お
寺
で
寄
合
・
談
合
を
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
動
乱
の
時
代
、

人
々
は
、
明
日
を
生
き
る
術
を
失
っ
て
い
た
。
お
聖
教
に
中
国
の
善
導
大
師

の
教
え
「
水
火
二
河
の
喩
え
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
簡
単
に
概

略
す
る
と
、人
が
道
を
求
め
て
西
に
向
か
っ
て
歩
み
は
じ
め
よ
う
と
し
た
が
、

中
路
に
南
に
火
の
河
・
北
に
水
の
河
、
わ
ず
か
水
火
の
中ち
ゅ
う
げ
ん間に
四
五
寸
の
白

道
が
あ
り
か
ら
始
ま
る
。
つ
い
に
は
群
賊
悪
獣
に
追
わ
れ
、「
回か
え

る
こ
と
も・

止
ま
る
こ
と
も・去
る
こ
と
も
出
来
な
い
」と
い
う
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
。（
三

定
死
）
そ
の
時
に
、
東
岸
の
釈
迦
如
来
の
勧
め
と
西
岸
の
弥
陀
如
来
の
招
喚

の
声
を
聞
く
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
当
時
の
御
門
徒
さ
ん
方
は
熱
心
に
聴
聞

さ
れ
、
生
き
抜
く
力
を
い
た
だ
い
た
と
聞
き
ま
す
。
俗
に
言
う
「
白
道
の
お

喩
え
」
と
称
さ
れ
、
知
る
人
ぞ
知
る
喩
え
で
あ
っ
た
。

　
今
を
生
き
る
私
た
ち
、
孤
立
・
孤
独
化
が
進
み
、「
い
の
ち
」
の
危
機
が

目
の
前
に
押
し
寄
せ
て
ま
す
。
そ
の
私
に
阿
弥
陀
仏
が
「
汝
、
一
心
に
正
念

し
て
直
ち
に
来
た
れ
、
我
よ
く
汝
を
護
ら
ん
。
す
べ
て
水
火
の
難
に
堕だ

せ
ん

こ
と
を
畏お
そ

れ
ざ
れ
」
と
叫
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
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４

「
天
神
祭　
花
火　
造
幣
局
・
桜
宮
橋
を
背
景
に
」　（
撮
影
者
　
西
松
　
薫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
今
、
あ
ら
た
め
て
「
白び
ゃ
く
ど
う道の

喩
え
」
に
聞
く

　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　  
輪
番
　
武
宮
信
勝　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
梅
雨
に
関
す
る
記
事
を
読
み
、
地
球
温
暖

化
の
影
響
で
、
今
後
こ
れ
ま
で
以
上
に
梅
雨

入
り
が
遅
く
、
そ
れ
に
伴
い
梅
雨
明
け
も
遅

く
な
る
と
書
か
れ
て
い
た
。
雨
季
の
弱
ま
る

間
も
梅
雨
期
間
と
見
な
せ
ば
、
梅
雨
明
け
は

8
月
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
そ
う
で
す
。
梅

雨
明
け
が
宣
言
さ
れ
て
夏
到
来
を
感
じ
る
私

で
は
あ
り
ま
す
が
、
梅
雨
明
け
が
8
月
に
発

表
さ
れ
た
時
に
は
、
い
よ
い
よ
温
暖
化
の
影

響
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
　（
H
）

編
集
後
記

本山（東本願寺）御用達

〒 600-8153
京都市下京区
　　  東町本願寺大門前
電話  (075)-351-3681
FAX  (075)-351-5563

頭
を・
さ
げ・
る
私

　
頭
が・
さ
が・
る
私
　

　
　
は
て
？
　
　

　
ど
う
異ち
が

う
の
か
な

　     

　  
― 
法
泉 

―

　  

今
月
の
伝
道
掲
示

　
　
　
　  

永
代
経
懇
志
に
つ
い
て

　　「
永
代
経
懇
志
」
と
は
、
寺
院
が
永
代
に

渡
っ
て
お
念
仏
の
み
教
え
を
伝
え
て
い
く
場

所
と
し
て
護
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

人
生
を
終
え
て
い
か
れ
た
大
切
な
方
々
の
死

や
ご
自
身
を
ご
縁
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
く

懇
志
で
す
。

　
天
満
別
院
で
は
、
本
堂
で
毎
月
12
日
、
春

秋
の
彼
岸
に
総
永
代
経
の
読
経
が
行
わ
れ
て

お
り
、
永
代
経
懇
志
を
納
め
て
い
た
だ
い
た

方
に
読
経
に
お
遇
い
い
た
だ
く
ご
案
内
を
し

て
お
り
ま
す
。
一
層
の
ご
理
解
と
ご
賛
同
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　５日　同朋の会　（中止）（中止） 
　６日　暁天講座　（延期）（延期）
　　　　　天満別院輪番　武宮信勝
　７日　　　　　「愚者になりて往生す」
１２日　合祀墓追弔会　　　　　　　　　（９時）
　　　　闡如上人御逮夜・常永代経　　（１４時）
　　　　墓前申経　　　　（９時から１７時まで）
１３日　闡如上人御命日　兼日中　　　　（８時）
　　　　　証如上人御祥月御命日    　     （８時）
　　　　盂蘭盆会（ご法話なし）（ご法話なし）（１３時３０分）　　　　　　　　
　　　　　澤田見師　　　（第１２組清澤寺住職）
　　　　　　「逆

さか
さまなのは誰なのか？」

　　　　墓前申経　　　　（９時から１７時まで）　
２２日　天満別院合唱団 「みのり」　（中止）（中止）
２７日　宗祖聖人御逮夜　　　　　　　（１４時）
２８日　宗祖聖人御命日　兼日中   　　　（８時）

１２日　闡如上人御逮夜・常永代経　　（１４時）
１３日　闡如上人御命日　兼日中   　　　（８時）
１５日　天満別院合唱団「みのり」　（中止（中止）
２４日　正信偈書写の会　　　　　　　（１０時）
　　　　秋季彼岸会   並   総永代経法要  
　　         兼   墓地納骨 （物故者）追弔法要
 　　　　　茨田通俊師　　 （第６組 願光寺住職）
　　　　　　　　　　　　　　　（１３時３０分）
２７日　宗祖聖人御逮夜　 　　　　  　（１４時）
２８日　宗祖聖人御命日　兼日中 　  　　（８時）

※　9 月の諸行事の開催につきましては、　　
　感染状況をみて判断致します。

８月 ９月

〜
　
　
　
　
　
　
　
　暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　

法要・行事予定



           

墓
前
申
経
に
つ
い
て

　　
今
年
度
の
墓
前
申
経
の
日
程
は
、
左

記
の
２
日
間
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　  

記

　
日
　
程
　
８
月
12
日
（
水
）

　　
　
　
　
　
　
　
13
日
（
木
）

　
時
　
間
　
９
時
〜
17
時
ま
で

　
受
　
付
　
天
満
別
院　
同
朋
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
講
堂
）
前

　
※
　
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
読
経
致
し
ま
す
。

　　
※
　
３
密
回
避
の
為
、
待
合
室
と
し

　
　
て
同
朋
会
館
（
講
堂
）
を
開
放
致

　
　
し
ま
す
。
　

　　
こ
の
２
日
間
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
３
密
回
避
の
為
に
、
12
日
、
13
日

以
外
の
日
程
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
別
日
に
て
申
経
を
ご
希
望
の
方
は
、

墓
地
職
員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　

　
　
　

　
　

  　
別
院
院
議
会　
開
催　
　
　

　　　
去
る
６
月
27
日
（
土
）、
天
満
別
院

責
任
役
員
会
及
び
院
議
会
が
開
催
さ

れ
、
左
記
の
通
り
議
案
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
記

・
常
議
員
の
選
定
　

  

２
０
１
９
年
度 

・
経
常
部
及
事
業
部
歳
入
歳
出
決
算
書

・
本
坊
運
営
資
金
収
支
計
算
書

・ 

災
害
見
舞
特
別
会
計
収
支
計
算
書

・
墓
地
運
営
資
金
収
支
計
算
書
　

・ 

退
職
給
与
積
立
金
収
支
計
算
書

・
整
備
事
業
積
立
金
収
支
計
算
書

・
有
価
証
券
勘
定
書
収
支
計
算
書

・
期
末
現
金
・
預
金
・
有
価
証
券
勘
定
書

・
中
・
長
期
事
業
に
関
わ
る
検
討
委
員
会

・
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　　
全
議
案
、
両
会
と
も
全
会
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
7
月　
定
例
法
話

　　
去
る
７
月
27
日（
月
）蒸
し
暑
い
中
、

時
間
短
縮
、
マ
ス
ク
着
用
、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
の
徹
底
、
ま
た
参
詣
席
の
間
隔

を
広
く
と
る
等
の
感
染
症
対
策
を
実
施

し
、
定
例
法
話
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　　
御
講
師
の
敎
應
寺
住
職
建
部
智
宏
師

に
、「
仏
さ
ま
と
の
出
遇
い
」
の
も
と
、

「
本
当
の
も
の
を
知
ら
な
い
と
、
本
当

で
な
い
も
の
を
本
当
に
し
て
し
ま
う
。

本
当
の
も
の
が
何
か
を
教
え
て
く
だ
さ

る
の
が
、
阿
弥
陀
如
来
様
だ
」
と
お
話

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
盂う
ら
ぼ
ん
え

蘭
盆
会
」
と
い
い
ま
す
。
期
間
は
、

　
八
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
、
地
域
に

よ
っ
て
は
七
月
に
迎
え
ま
す
。

　「
盂
蘭
盆
」
は
お
釈
迦
様
の
言
葉
で

「
ウ
ラ
ン
バ
ナ
」
と
い
い
「
倒と
う
け
ん懸

」（
さ

か
さ
ま
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
と
い
う
苦

し
み
）
と
い
う
意
味
で
す
。

　
お
釈
迦
様
の
弟
子
の
目も
く
れ
ん
そ
ん
じ
ゃ

連
尊
者
が
、

神
通
力
で
亡
き
母
が
苦
し
ん
で
い
る
こ

と
を
知
り
、
餓が
き
ど
う
鬼
道
に
堕
ち
た
母
を
救

う
た
め
、
お
釈
迦
様
に
相
談
を
さ
れ
ま

す
。
お
釈
迦
様
は
僧
に
施ほ
ど
こし

を
す
る
こ

と
が
救
い
に
な
る
と
い
い
、
目
連
尊
者

は
夏
の
修
行
僧
た
ち
に
お
供
物
を
さ
さ

げ
ま
し
た
。
こ
の
事
が
仏
法
を
聞
い
て

い
く
ご
縁
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま

す
。

　「
お
彼
岸
」、「
お
盆
」
に
お
参
り

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
亡
き
人
を

「
諸し
ょ
ぶ
つ仏

」
と
い
た
だ
き
、
仏
様
の
教
え

を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、日
頃
の
生
活
を
振
り
返
り
、

私
の
生
き
方
を
仏
様
の
視
点
で
考
え
て

み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　(

第
13
組  

善
福
寺  

野
村  

正
示
）

答
え

　
お
彼
岸
と
お
盆
に
は
そ
れ
ぞ
れ
期
間
や

由
来
が
あ
り
ま
す
。

　「
お
彼
岸
」
は
、
春
、
秋
の
年
二
回
あ

り
、
春
分
の
日
、
秋
分
の
日
の
前
後
三
日

を
合
わ
せ
て
七
日
間
を
「
お
彼
岸
」
又
は

「
彼ひ
が
ん
え

岸
会
」
と
い
い
ま
す
。
お
釈
迦
様
の

言
葉
で
パ
ー
ラ
ミ
タ
と
い
い
、「
到と
う
ひ
が
ん

彼
岸
」

と
い
う
意
味
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
彼

岸
」
は
浄
土
を
意
味
し
ま
す
。「
彼
岸
」

に
対
し
て「
此
岸
」は
迷
い
の
世
界
で
す
。

つ
ま
り
「
お
彼
岸
」
と
は
、
私
た
ち
が
迷

い
の
世
界
か
ら
浄
土
に
到
る
こ
と
を
願
わ

れ
た
仏
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
「
お
盆
」
は
、
暑
い
夏
の
時
期
に

迎
え
ま
す
。
正
式
に
は
「
盂う
ら
ぼ
ん
蘭
盆
」
又
は
　

　
　
　
　
　
議
員
の
紹
介

　
　
　
　

　　
今
年
度
、
院
議
会
議
員
・
常
議
員
の

改
選
が
あ
り
、
左
記
の
方
々
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
記

　　
法
泉
寺
　
鷦
鷯
　
律
　（
兼
常
議
員
）

　
圓
立
寺
　
越
浦
　
龍
成（
兼
常
議
員
）

　
超
願
寺
　
村
上
　
奈
津
子

　
正
應
寺
　
長
江
　
弘
樹（
兼
常
議
員
）

　
本
念
寺
　
辻
岡
　
恵

（
２
０
２
０
／
４
／
１

　
　
　
　
　 

〜
２
０
２
２
／
11
／
30
）

　
門
　
徒
　
宇
野
　
善
昭（
兼
常
議
員
）

　
門
　
徒  

八
十
島 

義
郎（
兼
常
議
員
）

　
門
　
徒
　
幸
田
　
晴
夫

　
門
　
徒
　
傍
島
　
恭
子

　
門
　
徒
　
小
糸
　
正
洋

監
事

　
即
念
寺
　
洲
﨑
　
善
範

　
門
　
徒
　
西
松
　
薫

（
２
０
２
０
／
４
／
１

　
　
　
　
　 

〜
２
０
２
３
／
３
／
31
）

　
　
　
　
　
　
　 

　（
敬
称
略
）
以
上

お
彼
岸
と
お
盆
の
違
い
っ
て
何
？

Q&A

２３

告
知

報
告

  

　
　  

　
　

  

盂
蘭
盆
会
勤
修
の
ご
案
内

　
左
記
の
通
り
盂
蘭
盆
会
を
勤
修
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

日
　
時
　

8
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
よ
り

会
　
場
　
天
満
別
院
　
本
堂

※
　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
の
為

　
ご
法
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　    

暁
天
講
座  

延
期
の
ご
案
内

　
左
記
の
通
り
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
暁
天
講
座
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
を
考
慮
し
、
当

面
の
間
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
記

日
　
時
　
　
８
月
6
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

7
日
（
金
）

会
　
場
　
天
満
別
院
同
朋
会
館（
講
堂
）　

　    
お
墓
参
り
を
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

  <

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
お
願
い>

　　
○
　
マ
ス
ク
の
着
用
。

　
　

　
○
　
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
配
慮
。

　
○
　
手
洗
い
・
消
毒
の
徹
底
。

　　
○
　
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
　
　
　
　
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
。

　<

お
供
え
に
つ
い
て 

>

　
○
　
お
供
え
も
の
は
お
供
え
さ
れ
た

　
　
当
日
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま

　
　
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
　

　<

駐
車
場
に
つ
い
て 

>

　　
○
　
墓
所
周
辺
の
道
路
は
駐
車
禁
止

　
　
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
お
盆
期
間

　
　
は
警
察
に
よ
る
取
り
締
ま
り
が
ご

　
　
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
別
院
講
堂
前
駐
車
場
が
満
車
の

　
　
場
合
は
、
南
側
の
別
院
境
内
に
駐

　
　
車
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

　
　
し
ま
す
。


